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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月21日(2018.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の映像領域ごとのセグメントを取得するための複数の識別子と前記複数の映像領域
のうち２以上を含む広範囲領域の静止画を取得するための識別子とを含むプレイリストを
生成するプレイリスト生成手段と、
　受信装置からのプレイリストの取得要求に応じて、前記プレイリストを前記受信装置に
送信する第１の送信手段と、
　前記広範囲領域の静止画を前記受信装置に送信する第２の送信手段と、
を有する送信装置。
【請求項２】
　前記第２の送信手段は、前記広範囲領域の静止画を取得するための識別子が選択された
ことによる前記受信装置からの前記広範囲領域の静止画の取得要求に応じて、前記広範囲
領域の静止画を前記受信装置に送信する請求項１記載の送信装置。
【請求項３】
　前記第２の送信手段は、前記第１の送信手段により前記プレイリストが前記受信装置に
送信された場合、前記広範囲領域の静止画を前記受信装置に送信する請求項１記載の送信
装置。
【請求項４】
　前記複数の映像領域ごとのセグメントを映像データに基づいて生成するセグメント生成
手段と、
　前記複数の映像領域のうち２以上を含む広範囲領域の静止画を生成する静止画生成手段
と、
を有し、
　前記プレイリスト生成手段は、前記セグメント生成手段により生成された前記複数の映
像領域ごとのセグメントを取得するための複数の識別子と、前記静止画生成手段により生
成された前記広範囲領域の静止画を取得するための識別子と、を含むプレイリストを生成
する請求項１乃至３何れか１項記載の送信装置。
【請求項５】
　前記静止画生成手段は、解像度が異なる複数の静止画を生成し、
　前記プレイリスト生成手段は、前記セグメントのそれぞれを取得するための複数の識別
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子と、前記複数の広範囲領域の静止画のそれぞれを取得するための複数の識別子と、を含
むプレイリストを生成する請求項４記載の送信装置。
【請求項６】
　前記静止画生成手段は、前記セグメントのそれぞれを取得するための複数の識別子を含
む前記広範囲領域の静止画を生成する請求項４又は５記載の送信装置。
【請求項７】
　前記識別子は、ＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）である
請求項１乃至６何れか１項記載の送信装置。
【請求項８】
　前記広範囲領域は、前記複数の映像領域を含むことを特徴とする請求項１乃至７何れか
１項記載の送信装置。
【請求項９】
　送信装置が実行する情報処理方法であって、
　複数の映像領域ごとのセグメントを取得するための複数の識別子と前記複数の映像領域
のうち２以上を含む広範囲領域の静止画を取得するための識別子とを含むプレイリストを
生成するプレイリスト生成工程と、
　受信装置からのプレイリストの取得要求に応じて、前記プレイリストを前記受信装置に
送信する第１の送信工程と、
　前記広範囲領域の静止画を前記受信装置に送信する第２の送信工程と、
を含む情報処理方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、請求項１乃至８何れか１項記載の送信装置の各手段として機能させる
ためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の送信装置は、複数の映像領域ごとのセグメントを取得するための複数の識別子
と前記複数の映像領域のうち２以上を含む広範囲領域の静止画を取得するための識別子と
を含むプレイリストを生成するプレイリスト生成手段と、受信装置からのプレイリストの
取得要求に応じて、前記プレイリストを前記受信装置に送信する第１の送信手段と、前記
広範囲領域の静止画を前記受信装置に送信する第２の送信手段と、を有する。
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